
ソリューション概要: 医用画像と手術支援を進化させる AMD Versal™ アダプティブ SoC 1

主な利点 
ヘテロジニアス コンピューティング 
プラットフォーム
Versal の AI エンジンと DSP ブロッ
クにより、超音波ビームフォーミング、
CT のフィルター逆投影による画像再
構成、手術支援ロボットのビデオ前
処理など、複雑で高負荷なアルゴリ
ズムを高速化
AI エンジンを活用し、手術器具の
ガイドを支援する関心領域 (ROI) の
識別などに対応する高度な画像解析
用 AI モデルを実装

ソフトウェアのスケーラビリティと
移植性
AMD Vitis™ 統合ソフトウェア環境を
利用して、C++ や Python™ で 
カスタム アクセラレータを開発可能
Simulink® 環境を利用して MATLAB® 
アルゴリズムを容易に実装可能

長い製品ライフサイクル
15 年を超える長期供給に対応し、
設計変更の手間や再認証に伴う 
コストを最小化

セキュリティと安全性
暗号化、認証、鍵管理、メモリ コン
トローラー用 AES インライン暗号化
機能

概要
医用画像診断の進化は、次世代機器の開発に新たな挑戦をもたらしています。
超音波ビームフォーマーの高度な画像化技術、多次元ビジュアライゼーション、
診断支援に用いられる複雑な AI アルゴリズム処理など、医用画像システムに求め
られる要件はますます高まっています。AMD Versal™ アダプティブ SoC、その中でも
ヘテロジニアス コンピューティングを搭載した Versal AI エッジ シリーズ Gen 2 は、
競合製品を大きく凌駕する革新的な性能を発揮します。Versal ポートフォリオは、
医療分野における次の主要な課題を解決します。

Versal AI エッジ シリーズ Gen 2 は、Arm® マルチプロセッサと Versal AI エンジンを 
組み合わせ、AI 処理と信号処理において卓越したスカラー演算性能を発揮する 
唯一無二のアダプティブ プラットフォームです。このシリーズの特長は次の通りです。

•	 大型スキャナーや超音波装置向けに、内部および外部のデータ帯域幅を拡大
•	 高フレーム レート
•	 超音波信号のリアルタイム処理
•	 内視鏡や手術支援ロボット向けに、高解像度 (4K ～ 8K) ビデオ信号の前処理を

低レイテンシで実現

ソリューション概要
医用画像と手術支援を進化させる 
AMD Versal™ アダプティブ SoC

特長 

•	 DSP エンジンを統合した高度なプログラマブル ロジックにより、信号の前処理をリアルタイムで実現
•	 高速トランシーバー、DDR5、PCIe® Gen5 などの先進インターフェイスと、柔軟に構成可能な I/O
•	 高帯域でスムーズなデータ転送を実現する、ポートフォリオ共通のプログラマブル NoC (ネットワーク オン チップ)
•	 セキュア ブート、ユーザー アクセス可能なセキュリティ リソース、TRNG、PUF などのセキュリティ機能にポスト量子暗号機能

を採用し、将来のセキュリティ要件にも対応

これらの機能が、AMD の SoC ソリューションに市場での競争優位をもたらします。
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ターゲット アプリケーション 
医用超音波診断装置: ハイエンドからプレミアムまで
診断用超音波では、チャネル数を増やすことで画像解像度とスキャン深度が向上します。これらはいずれも臨床診断において
重要な要素となりますが、チャネル数の増加には、設計上の課題が伴います。AMD は、Plane Wave UltraFast™ 技術などの
先進的なイメージング手法を導入し、次世代の超音波システム設計を可能にします。これを支えるのが、Versal デバイスに
統合された AI エンジン、DSP エンジン、プログラマブル ロジック、マルチプロセッシング CPU、および NoC 機能を活用した
ヘテロジニアス コンピューティングです。これらの Versal デバイスは、非常に高いフレームレートと優れた AI 性能も発揮できます。

MRI/CT スキャナー
MRI、CT、PET スキャナーは、大規模かつ高い同期性が求められるシステムであり、画像再構成や AI 解析などの高度な計算
処理能力が必要です。Versal AI エッジ シリーズ Gen 2 は、これらの用途に最適なアダプティブ SoC のひとつであり、CT 画像
再構成で用いられるフィルター逆投影 (FBP) や、MRI の 2D FFT などのアルゴリズムを高速かつ効率的に処理します。

内視鏡および手術支援ロボット
内視鏡や手術支援ロボット システムでは、高精細な映像をリアルタイムで処理し、表示できることが重要であるため、極めて
低いレイテンシが求められます。従来、このような用途には GPGPU やマルチチップ構成が用いられてきましたが、これらはレ
イテンシを生じやすいという課題がありました。Versal ポートフォリオ、特に Versal AI エッジ シリーズ Gen 2 アダプティブ SoC は、
高帯域演算処理と超低レイテンシを両立し、これらのシステムが抱える課題を解決します。

アプリケーション ブロック図 



ソリューション概要: 医用画像と手術支援を進化させる AMD Versal™ アダプティブ SoC 3

競合優位性 
AMD Versal プライム シリーズ Gen 2 アダプティブ SoC と Zynq™ UltraScale+™ MPSoC には、多様なビデオ機能を実装する専
用のハード IP が統合されており、他社にはない高い競合優位性を発揮します。これらのハード IP ブロックを活用することで、
貴重な「ソフト」 PL リソースを節約でき、開発期間の短縮とコスト削減を可能にします。AMD のアダプティブ SoC ポートフォリ
オは、ロックステップ機能や堅牢な機能安全サポートなど、ハードウェア レベルで統合された競合他社にはない独自の機能を
備えています。 

AMD Versal AI エッジ シリーズ Gen 2 および  
Zynq UltraScale+ MPSoC と Altera Agilex の比較 

 

次のステップ 
•	 AMD Versal AI エッジ シリーズ Gen 2 の詳細を確認する 
•	 エッジでの医療ページで詳細を確認し、医用画像アプリケーションの設計を始める
•	 最先端のビームフォーミング技術を実装した Vitis Ultrasound Library を活用する
•	 AMD の販売代理店へ直接お問い合わせいただくか、「AMD エンベデッド コンピューティング担当者に問い合わせる」 

ページを利用する
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機能 & 特長

デバイス全体にわたるプログラマブル ネットワーク オン チップ ✓ - -
ISP ハード IP ✓ - -
VCU ハード IP ✓ ✓ -
統合型 GPU ✓ ✓ -
AI エンジン ✓ - -
USB ハード IP USB 3.2 USB 3.0 USB 3.1*
DISPLAYPORT™ ハード IP ✓ ✓ -
UFS 3.1 および OCTAL SPI ブート モード ✓ - -
プロセッサ システムの細かい電源管理機能 ✓ ✓ -
機能安全 (ロックステップ対応) ✓ SIL 3 ✓ SIL 2 または SIL 3 -
MX6/MX9 データ型のハードウェア対応 ✓ - -
統合リアルタイム プロセッサ ✓ ✓ -
プロセッシング システムの最大 Dhrystone kDMIPS 値 (推定) 223.7 18.8 33.5*
最大 LPDDR5 レート (Mb/s) 8533 - 5600*
QNX サポート ✓ ✓ -

*Altera の Agilex ポートフォリオ全体の中から最上位モデルの機能を基準として比較

Altera Agilex
ポートフォリオ

https://www.amd.com/ja/products/adaptive-socs-and-fpgas/versal/gen2/ai-edge-series.html
https://www.amd.com/ja/solutions/healthcare/edge.html
https://docs.amd.com/r/en-US/Vitis_Libraries/ultrasound/index.html
https://www.amd.com/ja/forms/product-inquiry/adaptive-socs-and-fpgas.html?ProductSolutionOfInterest__c=AMD%20Versal%E2%84%A2%20Adaptive%20SoCs

